
（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
構
造
又
は
機
能
の
基
準
）

（
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
構
造
又
は
機
能
の
基
準
）

第
十
九
条

令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
実
包
又
は
金

属
性
弾
丸
の
数
は
、
六
発
（
ラ
イ
フ
ル
銃
以
外
の
猟
銃
に
あ
つ
て
は
、
三
発
）
と
す
る
。

第
十
九
条

令
第
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
実
包
又
は
金
属

性
弾
丸
の
数
は
、
六
発
（
ラ
イ
フ
ル
銃
以
外
の
猟
銃
に
あ
つ
て
は
、
三
発
）
と
す
る
。

２

令
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
口
径
の
長
さ
は
、
次

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
ら
と
ど
、
熊
そ
の
他
大
き
さ
が
こ
れ
ら
に
類
す
る
獣
類
の
捕
獲
又
は

殺
傷
の
用
途
に
供
す
る
猟
銃
の
口
径
の
長
さ
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

２

令
第
九
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
口
径
の
長
さ
は
、
次
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
ら
と
ど
、
熊
そ
の
他
大
き
さ
が
こ
れ
ら
に
類
す
る
獣
類
の
捕
獲
（
殺
傷

を
含
む
。）の
用
途
に
供
す
る
猟
銃
の
口
径
の
長
さ
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
銃
身
長
及
び
銃
の
全

長
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

３

令
第
九
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
第
五
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
銃
身
長
及
び
銃
の
全
長

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

猟
銃

一

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

銃
の
全
長
（
銃
身
又
は
銃
床
が
折
畳
み
式
、
伸
縮
式
又
は
着
脱
式
の
銃
に
あ
つ
て
は
、
折
畳
み
、
伸
縮

又
は
着
脱
に
よ
り
最
も
短
く
し
た
状
態
に
お
け
る
銃
の
全
長
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
九
十

三
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
専
ら
標
的
射
撃
の
用
途
に
供
す
る
ラ
イ
フ
ル
銃
に
あ
つ
て
は
、
八
十
三
・
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

ロ

銃
の
全
長
（
銃
身
又
は
銃
床
が
折
り
た
た
み
式
、
伸
縮
式
又
は
着
脱
式
の
銃
に
あ
つ
て
は
、
折
り
た
た

み
、
伸
縮
又
は
着
脱
に
よ
り
最
も
短
く
し
た
状
態
に
お
け
る
銃
の
全
長
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

九
十
三
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
専
ら
標
的
射
撃
の
用
途
に
供
す
る
ラ
イ
フ
ル
銃
に
あ
つ
て
は
、
八
十

三
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

二

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

４

令
第
十
二
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
消
音
装
置
は
、
専
ら

発
射
音
を
減
殺
す
る
た
め
の
装
置
と
す
る
。

４

令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
消
音
装
置
は
、
専
ら
発

射
音
を
減
殺
す
る
た
め
の
装
置
と
す
る
。

（
技
能
検
定
通
知
書
）

（
技
能
検
定
通
知
書
）

第
二
十
三
条

令
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
検
定
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
通
知
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
別
記
様
式
第
二
十
三
号
の
技
能
検
定
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条

令
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
技
能
検
定
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
通
知
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
別
記
様
式
第
二
十
三
号
の
技
能
検
定
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
技
能
講
習
通
知
書
）

（
技
能
講
習
通
知
書
）

第
二
十
七
条

令
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
能
講
習
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
の
通
知
は
、
別
記
様

式
第
二
十
六
号
の
技
能
講
習
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条

令
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
能
講
習
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
の
通
知
は
、
別
記
様

式
第
二
十
六
号
の
技
能
講
習
通
知
書
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
許
可
の
期
間
の
延
長
）

（
許
可
の
期
間
の
延
長
）

第
三
十
条

令
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
外
国
人
は
、
別
記

様
式
第
二
十
八
号
の
許
可
期
間
延
長
申
請
書
を
現
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。

第
三
十
条

令
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
外
国
人
は
、
別
記

様
式
第
二
十
八
号
の
許
可
期
間
延
長
申
請
書
を
現
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の

と
す
る
。

（
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
八
十
二
条
の
四

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
二
の
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
し
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
措
置
の
い

ず
れ
も
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
す
る
。

（
保
管
の
委
託
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
空
気
銃
の
数
）

（
保
管
の
委
託
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
空
気
銃
の
数
）

第
八
十
四
条

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
空
気
銃
の
数
は
、
二
丁
と
す
る
。

第
八
十
四
条

令
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
空
気
銃
の
数
は
、
二
丁
と
す
る
。

（
消
音
器
）

（
消
音
器
）

第
八
十
九
条

令
第
四
十
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
消
音
器
は
、
銃
砲
の
発
射
音
を
減
殺
す
る
た
め
に
製

作
さ
れ
た
器
具
で
、
消
音
効
果
の
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
九
条

令
第
三
十
四
条
第
一
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
消
音
器
は
、
銃
砲
の
発
射
音
を
減
殺
す
る
た
め
に

製
作
さ
れ
た
器
具
で
、
消
音
効
果
の
あ
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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